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［目的］ブ タ血 管内皮細胞 よ り単離 され た 強 力な血

管収縮作用を有する ET −1は ， そ の 胎児 ・胎盤系で

の 役割 も注 目 さ れ ，
ヒ ト 羊水中 や 臍帯 血 中 で の 存

在 ，rabbit 子宮 内膜か らの ET・1分泌などが報告 さ

れ て い る 。 本研究で は ， 胎児 の 成長や 子宮内環境

維持 に 重要な 役 割を果 た す羊水と特 に 関連 の 深 い

脱落膜 に 注 目 し ， その ET −1分泌の 可能性 に つ い て

検討 した 。 ［方法］  妊娠初期婦人 よ り採取 した 脱

落膜 を collagenase
−DNase 処理後 ， メ ッ シ ュ に て

large　cells （PRL 分泌細胞）を分離 し ， 1x106ce11s／

well に 調整 した 。10％ FCS 加 RPMI ・1640液中 に て

95％　air
・5％　CO2 下 に 24時間 細 胞培 養 を行 な い ，

培養液中の 町 一ユ濃度をすで に報告 した 特異的RIA

に て 測定 した 。ま た ， こ の 分泌機 構 に 及 ぼ す細胞

内Ca2＋
の 影響 を検討す る た め ，　 Ca2＋

mobilizer の

Ca2 ＋ ionophore 〔Ca2＋INP ｝や protein　kinaseC

〔PKC ｝activator の PMA を培 養液 に 添 加 し た 際の

脱落膜 か らの ET −1分泌量を ， 薬剤 を加 えな い con レ

ro1 と比較 しt 。   脱落膜細胞を 同様 に 培養 し 4 日

目 に ， 10
−TM

の ET −1で 刺激 した 際 の 脱落膜細胞 内

Ca2 ＋
濃度 （〔Ca2＋

〕i、の 変化 を，　 Fura−2　AM 法 に よ

り測定 し た 。 ［成績］1）脱落膜細胞 か らの ET −1分泌

が 確認 され た 。24時間後 の ET4 濃度は，10
−6M

Ca2＋ INP群 ；13．4± 7．2．ユ0
−
6M

　 PMA 群 ；4，9±

3、7，contrQl ； 4．3土2．8pg 〆ml （mean 士 SD ｝で ，　Ca2＋

INP 群で 増加傾向を示 した 。 2）ET一ユ刺激後の 脱落

膜 〔Ca2 ＋
〕iに は 有 意 な 変 化 は み ら れ な か っ た 。

［結論］脱落膜 か らの ET −1分泌 が 証明 された 。 こ の

分泌機構に Ca2＋
channel を介す る〔Ca2＋

〕iの 増加

が 影響す る 可 能性 は 示 唆 さ れ た が ，ET −1刺 激後の

〔Ca2 ＋
〕iに は 変 化 が な い こ と が 明 らか と な っ た 。

〔 目的 〕近 年 ラ ッ ト、ブ タ の LH／hCG レ セ プ タ
ー

cDNA の 構 造 は 、明 らか と され た が 、ヒ ト の レ セ プ

タ
ー

構 造 は 、 未 だ 解 明 され て い な い
。

ヒ ト に お け

る 排卵 の 機 序 を知 る 為 に も、 ヒ トLH ／ hCG レ セ プ

タ ーの 構造 を 解明 す る事が必 要で 、今回 我 々 は ラ

ッ ト LH ／hCG レ セ プ タ
ー

の cDNA を プ 卩
一べ と し

て 用 い て 、 ヒ ト LH ／hCG レ セ プ タ
ー

の ク ロ
ーニン

グ を 試 み 、そ の 溝造 を 明 らか に で きた の で 報 告す る 。

〔方法 〕既 知 の ラ ッ ト LH ／hCG レ セ プ タ
ー

cDNA

の 塩 基配 列 よ り、PCR 法 に て 600bp の 断 片 を 得 て 、

ラ ッ ト LH ／hCG レ セ プ タ
ー

全 長 の ク ロ
ー

ニ ソ グ を

行 っ た 。 こ れ を プ 卩
一べ と し て 、自製 の ヒ ト卵 巣

cDNA ラ イ ブ ラ リ
ー

の ス ク リ
ーニン グ よ り二 つ の

ク 卩
一

ソ を 得 た D ジ デ オ キ シ 法 に て 、シ ーク エ ン

ス を行 い 塩 基配 列 を決 定 し、 ア ミ ノ 酸構 造 を推 定

し た o

〔成績 〕 cDNA よ り推 定 さ れ る レ セ プ タ
ー

蛋 白は 、

674 ア ミ ノ 酸 （75632dalton ）で あ り、細胞 外 に

335 個 、膜 貫 通 領 域 に 267 個 、更 に 細胞 内 に 72個

の ア ミ ノ 酸か ら 構 成 さ れ る と 考 え ら れ る 。 細 胞外

ド メ イ ン に は 、 6 個 の N − 1ink の 糖 鎖 が 結 合 可能

部位 が 存 在 し、膜 貫通 領 域 ILは 、 7 つ の 膜貫通箇

所 が推定 さ れ 、 G 蛋 白結合 レ セ プ タ ーと し て の 特

微 を備 え て い る 。 膜 貫通 領 域 に 於 て は 、 ラ ッ ト、

ブ タ の レ セ プ タ
ー

と90 ％ 以上 の 、又 TSH 、FSH レ

セ プ タ
ー

と 約 70％ の 相 同性 を 示 し た 。 細胞 内 ド メ

イ ン に は 、セ リ ン 、 ス レ オ ニ ン が 多数存在 し、

protein 　 kinase 　 C に よ る リ ソ 酸 化可能 な 三 箇所

を 含 ん で い た 。

〔結論 〕 ヒ ト LH ／ hCG レ セ プ タ
ー

cDNA の ク 卩

一 ＝＝ ン グ を 行 い
、 そ の 全 構造を 明 らか に 出来 た 。
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